キャリア意識の醸成が困難な学生とコミュニケーション授業のかかわり－受講者における意識の変容とその質的研究－ by 山口 博美
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Junior college students are required to develop “ career consciousness” in a short time 
because they have to pursue job hunting at the end of their first year in junior college. 
In this junior college, where students learn about business qualifications, the author has 
taught several career supporting, such as communication class in which students can 
enjoy their performance and present themselves. However, the students experienced 
difficulties in beginning the job hunting because most of them faced emotional 
problems in their emotion in acquiring communication and social skills.  Interviews and 
questionnaires conducted after classes indicated that the students were worried had 
anxiety. The author performed qualitative research on career consciousness of junior 
college students, which is regarded as a personal problem, and analyzed in depth the 
anxiety of securing a job to help support the development of career consciousness among 
students. In this thesis, the author asserts that the introduction of educational methods, 
that combine  volunteering, interaction with working people and active learning in class 
has changed students’ career consciousness since 2015.  
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はじめに
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第２章　本研究の概要
（１）A 短期大学小規模学科の現状と問題点
A 短期大学小規模 B 学科の就職状況についての状況を見ると、表１のようになる。卒
業時の数値による結果のみを考えると、キャリア関連科目を統合し、コミュニケーション
論の内容を再構成した 2016 年度以後、就職希望率、内定率は上昇し成果は出ていると考
えられる。2016 年 12 月末に 45％だった内定率が 2017 年度は、12 月限在で既に 80％に達
した。就職意識を問題とすると就職希望率をまず問題とすべきだが、2014 年度のアルバ














B 学科　就職状況　表１　（2014 年度卒～ 2017 年度卒業予定）
　　　　年度
分類
2014 年度卒 2015 年度卒 2016 年度卒
2017 年度卒業予定者
12 月　時点
A 卒業者数 42 名 40 名 　40 名 43 名
B 就職希望者 27 名 30 名 　  34 名 42 名
C 内定者 22 名 26 名 　  31 名 37 名
D 未内定者 5 名 4 名 　  3 名 　　――
E アルバイト 8 名 3 名 　　Ⅰ名 　　――
F 家事手伝い 4 名 　　5 名 　　2 名 　　――
G 進学 3 名 2 名 　　2 名 　　１名
就職希望率（B/A） 　64.2 %  　 75% 85％ 97％
内定率　（C/B） 81.4％ 　86.6％ 　91.1％ 　12 月　現在 88％
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グラフ１
























              グラフ１ 
A 短期大学の小規模学科（以下 B 学科とする）で「コミュニケーション論」が開設され































2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
Ｂ学科就職希望率と内定率
就職希望率 内定率
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効果的であると考え、津村と国分のプログラム 16）より 5 種類を組み合わせ、実施してきた。
教育訓練としても用いられるこのプログラムの効果については先の実施報告がある。2014
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表 3    インタビューで用いた質問事項 
１ コミュニケーション論の 5 つのテーマは、実践型で構成されているが、就職したいという思いに繋がったか、不安や





５ 毎回提出する感想は率直に書けたか、（内定前は 内定取得後は） 
６ グループでゲームや討議をする時どのような感想をもったか 
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たことは何か、という視点から言語、文章を逐語データとして解釈した。自由記述回答デー
タを用いたテキストマイニング手法には、他に KH coder や SCAT など多々あるが、分
析焦点者の潜在的な意識の変化を時間的枠、場所的枠でとらえるには、現象的経過に沿っ
てアプローチする M － GTA が効果的と考えた。
逐語データをコード化しさらにカテゴリーとして分類した。コアカテゴリーについては
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⑴ -6　[ Ⅴ就職意識の再構築と接続 ]
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                 概要図 １ 



















授業という枠            
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